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２
．
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
適
用
特
例

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
住
宅

が
、
大
震
災
に
よ
り
滅
失
等
し
て

も
、
平
成
25
年
度
分
住
民
税
以
降
の

残
存
期
間
の
継
続
適
用
を
可
能
と
し

ま
す
。

１
．
被
災
代
替
住
宅
用
地
の
特
例

　
被
災
住
宅
用
地
の
所
有
者
な
ど
が

被
災
住
宅
用
地
に
代
わ
る
土
地
を
平

成
33
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

場
合
に
、
被
災
住
宅
用
地
に
相
当
す

る
分
に
つ
い
て
、
取
得
後
３
年
分
住

宅
用
地
と
み
な
し
、
固
定
資
産
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
法
施
行
令
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行

に
伴
う
、
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の

課
税
限
度
額
を
１
万
円
、
介
護
納
付
金

課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
２
万
円
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
課
税
額
の
賦
課
限
度

額
を
１
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

　
検
査
協
会
か
ら
の
異
動
報
告
書

の
送
達
ル
ー
ト
の
変
更
に
よ
り
、

賦
課
納
期
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
変
　
更
　
前
　
４
月
16
日
か
ら

　
　
　
↓
　
　
　
　
同
月
30
日
ま
で

　
変
　
更
　
後
　
５
月
16
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
31
日
ま
で

◎
東
日
本
大
震
災
へ
の
税
制
上
の

対
応

１
．
雑
損
控
除
の
特
例

　
住
民
や
家
財
な
ど
の
損
失
の
雑

損
控
除
を
、
平
成
23
年
度
住
民
税

で
の
適
用
を
可
能
と
し
ま
す
。

2367万円増額

　
６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

ほ
か
、
税
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
、
公
共
下
水
道
施
設
建

設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
締
結
、
監
査
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

審
議
し
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
確
定
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
の
納
期

個
人
住
民
税

固
定
資
産
税

改
正
点

 

税
条
例
の
一
部
改
正

 

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

▲小学生議会見学

・情報管理費（オープン化・機構改革に伴うネットワーク変更等）
・児童福祉総務費（第２学童クラブ臨時職員賃金等）
・教育総務費（特殊学級介護補助者賃金）　・文化財保護費（文化財発掘調査）
・文教施設災害復旧費（地震による芝山小ガラス修繕）

平成23年度一般会計補正予算
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▲目指せ３ポイント!!　町カローリング大会

総務常任委員会審査結果

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、
繰
越
金
、

諸
収
入
を
増
額
し
、
分
担
金
、
負
担
金

を
減
額
し
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
総
務
管
理
費
、
児
童
福
祉

費
、
教
育
費
、
災
害
復
旧
費
を
増
額
し

ま
し
た
。

　
　
補
正
前
　
50
億
２
５
５
０
万
円

　
　
補
正
後
　
50
億
４
９
１
７
万
円

補
正
の
主
な
内
容

・
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
　
△
３
万
円

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
　
　
　
11
万
円

・
繰
越
金
（
前
年
度
繰
越
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
０
８
万
円

・
諸
収
入
（
雑
入
）
　
　
１
５
０
万
円

・
情
報
管
理
費
　
　
　
１
２
０
５
万
円

・
児
童
福
祉
総
務
費（
第
２
学
童
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
１
万
円

・
教
育
総
務
費
　
　
　
　
１
０
３
万
円

・
文
化
財
保
護
費

　
（
文
化
財
発
掘
調
査
）
３
０
５
万
円

・
文
教
施
設
災
害
復
旧
費

（
芝
山
小
ガ
ラ
ス
修
繕
）
１
３
０
万
円

歳
入

歳
出

 
公
共
下
水
道
施
設
の
建
設

 
工
事
委
託
の
協
定
締
結

 

平
成
23
年
度
一
般
会
計

 

補
正
予
算

 

平
成
22
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
額
確
定
報
告

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

・
場
所
　
高
田
、
新
井
田
、
宝
馬
、

　
　
　
　
山
田
地
内

・
金
額
　
１
億
３
３
１
８
万
円

・
方
法
　
随
意
契
約

・
相
手
方
　
千
葉
市
美
浜
区
磯
辺

　
　
　
　
　
８
丁
目
24
番
１
号 

　
　
財
団
法
人
　
千
葉
県
下
水
道
公
社

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
宍
倉
健
二

・
工
期
　
議
決
の
翌
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日

　
地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
求
め
ま
し
た
。

監
査
委
員
　
五
木
田
　
昇 

氏

○請願第１号「国における平成24（2012）年度教
　育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書
→総務常任委員長報告は採択。本会議でも全員賛成
　で採択・可決となりました。

○請願第２号「義務教育費国庫負担制度の堅持に関
　する意見書」採択に関する請願書　
→総務常任委員長報告は採択。本会議でも全員賛成
　で採択・可決となりました。

○陳情第１号「大幅増員と夜勤改善で安全、安心の
　医療・介護を求める陳情書」
→総務常任委員長報告は不採択。本会議でも賛成少
　数で不採択になりました。

款 事　業　名
翌年度繰越
額（万円）

２総務費
公的個人認証サービス

システム更新事業
109

３民生費
福祉センター
図書購入事業

210

５農林
水産業費

空港南側農産物
直売所建設工事

2438

７土木費

町道 01-008 号線
（小池 7）道路整備事業

200

町道 3BL-0118 号線
（小池 3）道路整備事業

900

町道 01-009 号線
（菱田）道路整備事業

699

町道 3BL-0010 号線
（川津場）道路整備事業

975

空港南側道路整備事業 395

９教育費

小学校図書購入事業 136

菱田小屋内運動場
耐震補強工事

5999

中学校図書購入事業 84

中央公民館図書
購入事業

105

合　　　　計 1 億2252
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大
規
模
修
繕
が
発
生
し

た
場
合
は
、
ど
う
な
る

の
か
。【

総
務
課
長
】
大
規
模
修

繕
は
自
然
災
害
と
考
え

る
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
国
が
費
用
を
賄
っ
て
い

る
。
小
規
模
修
繕
は
、
台
風
や

車
の
事
故
が
考
え
ら
れ
事
故
内

容
で
も
異
な
る
が
町
が
負
担
と

な
る
。

　
た
だ
し
、
車
の
事
故
は
第
三

者
行
為
の
場
合
は
、
加
害
者
側

の
負
担
と
な
る
。

財
産
処
分
は
、
ど
う
な

る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
財
産
処
分

制
限
期
間
は
、
交
付
金

に
よ
る
敷
設
の
た
め
総
務
省
の

交
付
規
則
に
よ
る
と
10
年
と
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
平

成
33
年
を
目
安
に
処
分
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
時
は
譲

度
と
な
る
が
、
継
続
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
る
。
譲
渡
方
法
は
先
行
自

治
体
の
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

で
あ
れ
ば
歳
入
が
歳
出
を
上
回

り
、
以
下
で
あ
れ
ば
、
歳
出
が

歳
入
を
上
回
る
。

光
通
信
設
備
の
加
入
率

Ｕ
Ｐ
の
施
策
は
、
ど
う

す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
何
が
で
き
る
か

を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

た
め
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
は
と

考
え
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
中
高

年
を
中
心
に
す
る
事
が
良
い
。

フ
レ
ッ
ツ
光
に
加
入
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
の
視
聴
が
で

き
る
こ
と
。

　
様
々
な
情
報
を
入
手
で
き
る

こ
と
も
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

観
光
情
報
を
得
た
り
、
宿
泊
場

所
の
予
約
。
町
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
い
ち
早
く
情
報
を
知

ら
せ
る
こ
と
や
行
政
手
続
き
が

で
き
る
電
子
申
請
が
可
能
。
さ

ら
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
き
状

況
と
予
約
も
可
能
と
な
る
。

　
今
年
度
10
月
開
始
予
定
。

そ
の
後
工
事
内
容
の
変
更
で

１
７
９
７
万
９
０
０
０
円
減
額

変
更
し
ま
し
て
、
契
約
額
は
、

１
億
５
５
１
６
万
６
０
０
０
円

で
す
。

　
財
源
は
、
３
分
の
１
の
５
１

７
２
万
２
０
０
０
円
は
地
域
情

報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
、

通
称
Ｉ
Ｔ
交
付
金
と
い
い
ま
す
。

　
３
分
の
２
の
内
９
２
９
７
万

円
は
地
域
活
性
化
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
、
残
り
の
１
０
４
７

万
４
０
０
０
円
は
地
域
活
性
化

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
で

す
。

　
つ
ま
り
、
工
事
費
の
全
額
を

国
か
ら
の
交
付
金
で
賄
っ
て
い

る
。

加
入
率
は
。

【
総
務
課
長
】
Ｈ
21
年
７

月
ア
ン
ケ
ー
ト
が
１
６

５
９
世
帯
で
申
込
が
33
％
程

度
。
23
年
４
月
現
在
で
開
通
数

３
８
４
件
５
月
９
日
現
在
申
込

数
５
５
２
件
で
す
。

　
採
算
ベ
ー
ス
は
４
４
１
世
帯

で
歳
入
・
歳
出
が
同
額
。
以
上

民
家
防
音
対
策
で
の

再
々
工
事
は
、
ま
た
、

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。【

町
長
】
２
回
目
の
再
助

成
制
度
は
、
建
て
替
え

や
制
度
前
に
建
て
替
え
た
住
宅

を
対
象
に
開
始
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
条
件
が
あ
り
、
建
て

て
か
ら
木
造
の
場
合
で
22
年
か

つ
防
音
工
事
後
10
年
を
経
過
し

て
い
る
住
宅
が
対
象
。
３
回
目

の
対
象
は
少
な
い
、
よ
っ
て
、

再
々
助
成
（
３
回
目
）
の
制
度

は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

サ
ッ
シ
に
つ
い
て
は
部
品
交
換

工
事
が
あ
り
交
換
工
事
を
実
施

し
て
も
防
音
機
能
の
回
復
が
不

可
能
な
場
合
、
初
回
工
事
か
ら

30
年
以
上
経
過
し
メ
ー
カ
ー
に

交
換
の
部
品
が
な
く
サ
ッ
シ
本

体
の
交
換
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
る
。

空
調
機
対
策
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
現
在
千
葉
県
、

空
港
会
社
、
空
港
周
辺

市
町
で
協
議
し
て
い
る
。

地
デ
ジ
対
策
と
し
て
町

は
ど
う
対
策
し
対
応
す

る
の
か
。

【
町
長
】
施
設
の
維
持
管

理
に
要
す
る
費
用
、
修

繕
費
、
改
修
費
用
の
一
部
を
補

助
金
交
付
要
綱
を
定
め
補
助
す

べ
く
事
務
作
業
を
進
め
て
い
る
。

共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
の

今
後
の
対
策
は
、
ど
う

す
る
の
か
。

【
町
長
】
自
然
災
害
で
の

事
故
以
外
大
規
模
な
修

繕
が
発
生
す
る
と
は
な
か
な
か

考
え
て
い
な
い
。
ケ
ー
ブ
ル
の

張
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
不
具

合
が
出
た
区
間
の
張
り
替
え
で

対
応
す
る
。

　
改
修
費
用
は
、
各
組
合
の
修

繕
の
為
の
積
立
金
、
あ
る
い
は

特
別
徴
収
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
不
足
の
部
分
に
つ
い
て

は
町
か
ら
補
助
金
が
で
き
る
よ

う
交
付
要
領
の
策
定
作
業
を
し

て
い
る
。光

フ
ァ
イ
バ
ー
設
置
工

事
の
22
年
度
予
算
の
財

源
と
内
訳
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
前
年
か
ら

の
繰
越
明
許
費
１
億
8

０
０
０
万
円
で
す
が
、
実
際
の

契
約
で
は
、
工
事
費
１
億
７
３

１
４
万
５
０
０
０
円
で
す
。

小
川
　
宏
治
　
議
員

光
フ
ァ
イ
バ
ー

に
つ
い
て

騒
音
対
策
は
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⑴
芝
山
町
第
４
次
総
合
計

画
で
の
農
業
振
興
策
に
つ

い
て

昨
今
で
の
農
業
を
取

巻
く
環
境
は
、
農
業

従
事
者
の
減
少
、
米
価
の

低
迷
と
農
産
物
価
格
の
不

安
定
化
な
ど
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
農
業
従
事
者

人
口
、
専
業
従
事
者
数
も

近
年
で
は
下
降
の
一
路
を

た
ど
る
よ
う
で
あ
り
芝
山

町
内
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
な
状
況
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
３
年
計
画
で
の
第
４

次
総
合
計
画
で
あ
り
ま
す

が
、
町
内
の
農
業
振
興
策

⑴
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
導
入

の
た
め
の
進
捗
状
況
は

平
成
18
年
に
国
の
地

方
改
革
指
針
に
お
い

て
地
方
公
会
計
改
革
で
示

さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
導
入
期
限
が
本
年
度
と

な
り
ま
し
た
が
現
在
ま
で

の
進
捗
状
況
を
。

と
し
て
、
本
年
度
「
空
の

駅
風
和
里
」
建
設
予
定
以

外
、
基
幹
産
業
で
も
あ
る

農
業
従
事
者
対
象
に
取
組

む
振
興
策
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
直
売
あ
る

い
は
加
工
、
市
場
出

荷
以
外
の
販
売
方
法
の
確

保
の
拡
充
を
行
い
農
業
所

得
の
向
上
を
目
指
し
、
ま

た
直
売
所
や
収
穫
施
設
の

周
辺
を
中
心
に
景
観
形
成

を
行
い
体
験
や
観
光
農
園

を
充
実
す
る
整
備
を
し
て

い
き
ま
す
。

⑵
農
業
振
興
地
域
の
見
直

し
と
緩
和
に
つ
い
て

現
在
、
町
内
総
面
積

の
約
７
割
が
農
林
用

地
で
あ
り
成
田
空
港
開
港

以
来
、
空
港
施
設
の
増
設

に
伴
い
周
辺
市
町
村
の
土

地
利
用
を
含
め
土
地
環
境

が
著
し
く
変
わ
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
用
地
に
は

様
々
な
法
律
で
の
縛
り
、

制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
農

業
振
興
地
域
の
見
直
し
は

５
年
を
目
安
と
さ
れ
て
い

る
中
で
本
町
で
は
農
業
振

興
地
の
制
定
か
ら
本
年
度

ま
で
何
度
農
業
振
興
地
域

の
見
直
し
を
し
た
か
。

【
町
長
】
当
町
に
お

け
る
農
業
以
外
の
土

地
利
用
が
高
ま
っ
て
い
る
事

は
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
農
地
転
用
の
要
件
が
変

更
に
な
っ
て
か
ら
は
農
業
振

興
地
域
の
未
指
定
の
農
地

で
も
転
用
許
可
が
困
難
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
町

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
を
含
め
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

【
企
画
財
政
課
長
】

当
町
に
お
い
て
新
公

会
計
制
度
の
シ
ス
テ
ム
は

確
立
で
き
、
昨
年
は
21
年

度
ま
で
の
決
算
、
財
産
等

の
入
力
財
務
諸
表
の
確
立

を
し
本
年
度
は
22
年
度
決

算
等
等
を
入
力
す
る
と
同

時
に
内
容
を
確
立
し
精
度

を
高
め
て
公
表
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑴
地
域
住
民
へ
の
防
災
に

関
す
る
広
報
・
啓
発
の
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て

今
回
の
災
害
後
、
町

の
広
報
誌
に
避
難
所

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
防
災
対
策
の
取
組
を

今
後
、
町
の
住
民
に
対
し

意
識
の
啓
発
を
進
め
て
い

く
た
め
の
手
段
と
は
。

【
総
務
課
長
】
本

年
度
予
算
に
お
い

て
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
し
て
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
配
布
は
７
月
の
区
長

会
を
通
じ
て
各
戸
に
配

布
準
備
に
入
り
ま
す
。

意
識
の
啓
発
に
つ
い
て

は
、
時
間
の
経
過
と
共

に
風
化
し
な
い
よ
う
繰

り
返
し
広
報
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

伊
橋
　
寿
夫
　
議
員

空港第2旅客ターミナル

空港第1旅客ターミナル

芝山千代田駅

航空博物館入口

芝山宝馬

芝山文化
センター前

横芝中台（殿塚・姫塚）入口

坂志岡

千代田

診療所前

稲　葉

谷入口

飯　櫃

浅　川

平野入口

福祉センター

小原子入口

山　田

上吹入入口

大台北

大台新宿

下吹入入口

竜ヶ塚

小池

総合運動場

芝山仁王尊

芝山町役場

中台十字路

成田空港駅

空港第2ビル駅

寿美屋前

京成東成田駅
Keisei Higashinarita Station.

芝山鉄道
Shibayama Tetsudo Railway

香山新田地区里山

芝山千代田駅
Shibayama Chiyoda Station

成田国際空港
Narita International Airport

国道296号
Route 296

空港南部工業団地
Kuko-Nambu Industrial Estate

航空科学博物館
　Museum of Aeronautical Sciences.　

芝山水辺の里
Shibayama Marsh Park

疱瘡稲荷大明神
Houso-Inari-Daimyojin Shrine

普賢院の槙の木
Black Pine at Fugen-in Temple

千代田駐在所
Chiyoda Police Substation

芝山観光竹の子園
Bamboo Shoot's Sightseeing
Area

飯櫃城址
The Ruins of lbitsu Castle

四所神社
Shisho Jinja Shrine

芝山交番
Shibayama Police box 東消防署芝山分署

Shibayama Branch Office, 
Higashi Fire Station

中和堂中国美術館
Chuwado Museum of Chinese Art

京C.C.
Kyo Country Club

�富里G.C.
Tomisato Golf Club

芝山第二工業団地 
Shibayama No.2 Industrial Estate

芝山G.C.
Shibayama Golf Club

芝山「木のネンド工房」
Shibayama Ki-No-Nendo Kobo
(Studio of Wood-based Clayware)

芝山はにわ道
Shibayama Haniwa Road 宮門神社

Miyakado Jinja Shrine

芝山町役場
Shibayama Town Office

平成橋
Heisei Bridge

はにわ大橋
Haniwa Bridge

芝山工業団地
Shibayama Industrial Estate.

殿塚・姫塚
Tonozuka & Himezuka (Ancient graveyards)

関東ふれあいの道（首都圏自然歩道）
埴輪と遊ぶみち
Kanto Fureai-no Michi (Metroplian Area Nature Walkabout)
 (A number of Haniwa's welcome you while walking along the way)

芝山公園
Shibayama Park

花と緑と農芸の里（和い処）
Gardening and Agricultural Park
（Nigiwai Dokoro Multi-purpose Hall）

芝山仁王尊　
（芝山ミューゼアム）

Shibayama Nio-son Temple
（Shibayama Museum）

櫻井静の墓碑
The Tombstone of
　　　　　　Shizuka Sakurai

はにわ道の駅 風和里しばやま

旧薮家住宅
Kyu-Yabu-Ke (Old Farmer's House）

芝山古墳・はにわ博物館
Shibayama Kohun Haniwa Museum

総合運動場
All-round Athletic-Field.

はにわ台団地
Haniwa-dai Housing Estate.

朝倉やすらぎの杜
Asakura Woodland of Comfort

相馬高神社の大杉 
Old Ceader at Soumataka Jinja Shrine

杉と椎の双体樹
Combined Ceader and Pasania Tree

多古町

成田市

富里市

山武市

横芝光町
凡　例　LEGEND

主要道路
Main Road

国道
National Road

空港シャトルバス
Shuttle Bus

芝山ふれあいバス
Fureai Bus

 関東ふれあいの道
（首都圏自然歩道）
埴輪と遊ぶみち

Nature Walkabout

菱田共同利用施設
菱田小学校

2
1

公民館千代田分館3

4

5

6

78

910

11

12

13

14

15

東小学校

岩山共同利用施設

青年研修所

高谷共同利用施設高田共同利用施設

農業者
トレーニングセンター小池共同利用施設

芝山小学校

芝山町中央公民館

芝山文化センター 

芝山中学校

　福祉センター
（やすらぎの里）

家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！

芝
山
町
避
難
所
マ
ッ
プ

開
か
れ
た
町

政
の
推
進

農
業
振
興

防
災
対
策
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の
中
で
議
論
い
た
だ
き
、

判
断
材
料
を
提
供
し
て
欲

し
い
。子

供
医
療
費
の
助
成

拡
大
を
検
討
す
る
べ

き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
県
へ
拡
大

に
向
け
て
要
望
し
て

い
き
た
い
。

近
隣
を
み
る
と
、
成

田
市
、
富
里
市
、
多

古
町
、
匝
瑳
市
、
横
芝
光

町
等
で
取
り
組
み
が
あ

り
、
現
在
小
学
校
３
年
生

ま
で
で
、
予
算
は
約
１
３

０
０
万
。
莫
大
な
予
算

は
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
給
食
費
と
共
に
中
学

校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
千
葉
県
、

森
田
知
事
も
医
療

費
無
料
化
を
約
束
し
て
お

り
、
そ
こ
ま
で
待
っ
て
も

い
い
と
思
う
。

し
っ
か
り
と
し
た
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
の
中
で

は
、
ど
の
よ
う
な
話

し
合
い
が
も
た
れ
て
い
る

の
か
。【

教
育
長
】
少
子
化

が
進
み
、
避
け
て
は

通
れ
な
い
問
題
だ
が
、
具

体
的
な
方
針
は
、
ま
だ
出

て
い
な
い
状
況
。

各
学
校
に
充
て
ら
れ

て
い
る
町
予
算
は
芝

小
が
約
２
４
０
０
万
円
。

東
小
が
約
１
５
０
０
万

円
。
菱
田
小
が
約
１
２
０

０
万
円
と
伺
っ
た
。
単
純

に
一
人
当
た
り
を
計
算
す

る
と
芝
小
が
約
10
万
円
。

東
小
が
約
23
万
円
。
菱

田
小
が
約
39
万
円
。
こ
の

数
字
と
集
団
活
動
、
競
争

意
識
の
重
要
性
、
他
に
も

様
々
な
事
を
ふ
ま
え
、
実

施
目
標
等
、
明
確
に
し
て

進
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
地
域
、
協

議
会
、
教
育
委
員
会

【
町
長
】
各
学
校
と

も
ス
ム
ー
ズ
な
避
難

が
で
き
た
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。
停
電
時
の
保
護

者
へ
の
連
絡
体
制
、
防
災

無
線
の
活
用
方
法
等
、
課

題
は
尽
き
な
い
。

ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
連
絡

を
取
っ
た
他
市
町
の
学
校

も
あ
り
、
今
後
の
課
題
に

し
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
。

【
学
校
教
育
課
長
】

混
み
合
っ
て
使
え
な

か
っ
た
と
思
う
が
確
認
を

し
て
い
く
。

３
つ
の
小
学
校
を
１

つ
に
す
る
事
が
理
想

と
い
う
町
長
の
話
だ
が
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
町
長
】
地
域
、
教

育
委
員
会
、
関
係
者

等
で
、
ま
ず
話
を
し
て
、

自
家
発
電
計
画
を

考
え
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
。

【
町
長
】
太
陽
光
が

注
目
さ
れ
て
お
り
、

先
進
地
域
の
視
察
を
検
討

し
非
常
時
だ
け
で
な
く
日

常
的
確
保
に
も
目
を
向
け

た
い
。個

人
宅
で
太
陽
光
発

電
を
導
入
す
る
場

合
、
助
成
は
考
え
な
れ
な

い
か
。【

環
境
空
港
対
策
課

長
】
当
町
で
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。
近
隣
の

状
況
を
確
認
す
る
。

連
絡
方
法
の
課
題
、

対
策
は
。

【
町
長
】
防
災
無
線

の
整
備
は
引
き
続
き

予
算
措
置
を
し
て
い
く
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
設
置

し
て
あ
る
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト

も
有
効
な
連
絡
手
段
と

な
っ
て
い
る
。

防
災
無
線
増
設
の
要

望
も
あ
る
と
思
う

が
。
ま
た
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
子
機
同
士
の
連
絡
が
取

れ
ず
、
シ
ス
テ
ム
改
善
は

で
き
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
い
ず

れ
に
し
ろ
総
務
省
と

の
協
議
が
必
要
に
な
る
が

今
後
進
め
て
い
く
必
要
は

あ
る
。通

話
範
囲
の
広
い
高

性
能
デ
ジ
タ
ル
無
線

機
を
消
防
団
中
心
に
導
入

し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
研
究

課
題
と
し
て
考
え
て

い
き
た
い
。

震
災
を
教
訓
に
し
た

災
害
訓
練
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
災
害
訓
練

に
つ
い
て
は
あ
ま
り

考
え
て
い
な
い
。

以
前
提
案
し
た
行
動

の
日
。
各
地
区
、
各

団
体
等
で
話
し
合
う
場
を

町
主
導
で
作
る
事
が
、
自

主
防
災
組
織
作
り
へ
の
近

道
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
確
か
に
、

そ
れ
ぞ
れ
地
形
や
考

え
方
が
違
う
の
で
も
う
少

し
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

小
・
中
学
校
で
は
ス

ム
ー
ズ
な
避
難
は
行

わ
れ
た
か
。
課
題
は
。

堀
越
　
保
夫
　
議
員

町
防
災
・
危

機
管
理
対
策

町
内
の
小
学

校
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
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飯
髙
　
稔
雄
　
議
員

【
町
長
】
農
業
の
配

管
、
多
く
の
破
損
箇

所
が
あ
る
と
言
う
事
で
成

田
用
水
か
ら
も
要
望
が

あ
っ
た
が
詳
細
に
は
検
討

し
て
な
い
。
今
回
に
つ
い

大
震
災
で
の
被
害
と

補
助
は
。

槽
の
整
備
に
よ
っ
て
下
水

道
化
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
を
目
指
し
予
算
化
に
取

組
ん
で
い
る
。

　
子
育
て
施
策
と
し
て

は
、
出
産
祝
い
金
事
業
、

給
食
費
半
減
、
無
料
制
度

を
実
施
し
て
、
平
成
32
年

に
は
人
口
一
万
人
を
推
定

し
て
い
る
。

て
は
、
一
定
程
度
考
え
て

ゆ
く
。放

射
性
物
質
の
人
体

へ
の
安
全
は
。

【
町
長
】
町
内
で
は
、

残
留
放
射
能
の
調
査

と
町
民
へ
の
報
告
、
２
回

の
野
菜
の
検
査
汚
泥
の
検

査
、
６
日
か
ら
公
共
施
設

の
調
査
、
成
田
空
港
の
１

日
２
回
調
査
結
果
の
発
表

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
告

を
し
て
い
る
。

人
口
減
対
策
増
加
の

方
法
。

【
町
長
】
環
境
関
係

で
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化

人
口
増
を
目
指
し
て

新
住
民
へ
の
、
き
め

の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
で
は
。

【
町
長
】
今
後
は
転

入
者
を
ふ
や
す
た
め

に
新
規
転
入
者
向
け
の
施

策
で
あ
っ
た
り
人
口
減
少

を
抑
制
す
る
施
策
を
町
民

の
方
々
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
き
め
の
細
か
い
施

策
を
検
討
し
た
い
。

　
10
月
に
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
予
定
し
て
い

る
。

商
工
業
衰
退
打
開
に

町
内
の
仕
事
を
町
内

で
、
で
き
な
い
か
。

【
産
業
経
済
課
長
】

非
常
に
難
し
い
質
問

で
す
。
行
事
、
飲
食
も
あ

り
ま
す
が
な
る
べ
く
つ
か

う
様
に
す
る
。

　
商
工
業
の
発
展
は
自
助

努
力
が
必
要
。
町
で
は
第

二
風
和
里
を
建
設
し
て
活

性
化
を
目
指
す
。

【
町
長
】
町
商
業
の

活
性
化
、
収
容
効
果

を
高
め
る
事
で
、
地
域
密

着
型
と
観
光
交
流
で
町
外

か
ら
の
収
容
を
視
野
に
入

れ
た
商
業
振
興
を
図
る
事

が
必
要
。
農
産
物
な
ど
を

使
っ
た
特
産
品
の
考
案
、

空
店
舗
利
用
し
た
農
商

工
、
観
光
関
連
施
設
の
整

備
を
図
り
た
い
。

大
震
災
後
の
対

策
に
つ
い
て

第
４
次
総
合
計

画
に
つ
い
て
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務
で
す
。

町
内
に
住
ん
で
も
ら

う
手
立
て
を
町
と
し

て
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
い

ま
す
。【

町
長
】
若
者
に
は

子
育
て
支
援
の
充

実
、
出
産
祝
い
金
支
給
事

業
、
給
食
費
の
半
減
、
無

料
制
度
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
事
業
、
予
防
介
護

事
業
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の

充
実
等
、
活
力
あ
る
緑
の

大
地
と
空
が
ふ
れ
あ
う
ま

ち
・
芝
山
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

町
内
企
業
で
町
外
通

勤
者
は
何
人
い
る
か

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
平
成
17
年

の
国
勢
調
査
の
結
果

で
、
６
６
３
７
人
で
す
。

町
外
通
勤
者
が
町

内
に
住
ん
で
も
ら
え

ば
人
口
増
の
早
道
と
思
い

ま
す
の
で
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
町
内
勤
務

者
に
永
住
し
て
い
た

だ
く
為
に
、
ど
う
現
実
化

さ
せ
て
い
く
か
大
き
な
任

農
作
物
の
放
射
能
に

対
す
る
対
応
は
町
と

し
て
ど
う
対
処
す
る
か
伺

い
ま
す
。

【
町
長
】
町
と
い
た

し
ま
し
て
は
県
の
指

示
を
受
け
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
対
応
を
と
っ
て
い

き
た
い
。

使
用
済
み

ビ
ニ
ー
ル

や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
処
理
で
す
が

指
導
を
強
化
す

べ
き
と
思
い
ま
す

の
で
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
年

に
２
回
の

一
斉
回
収
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
千

葉
園
芸
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
加
工
株

式
会
社
へ
持
ち

込
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
で
、

町
内
の
被
害
状
況
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

【
町
長
】
家
屋
の
被

害
半
壊
が
１
棟
、
一

部
損
壊
が
39
棟
で
す
。
道

路
関
係
は
37
の
路
線
で
ひ

び
割
れ
、
路
面
の
陥
没
・

施
設
関
係
で
は
14
の
施
設

で
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
で

す
。

今
回
の
震
災
で
判
明

し
た
こ
と
、
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
教
訓
は
何

で
あ
っ
た
か
。

【
町
長
】
大
規
模
停

電
に
よ
る
飲
料
水
の

確
保
や
信
号
機
の
作
動
停

止
、
防
災
無
線
を
含
め
た

通
信
規
機
の
確
保
・
職
員

の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
施

設
の
耐
震
性
や
避
難
所
に

つ
い
て
で
す
。

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
は
あ
る
か
。

【
町
長
】

芝
山
町
地

域
防
災
計
画
で

す
が
、
想
定
地

震
の
見
直
し
も

含
め
た
中
で
部

分
的
に
見
直
し

が
必
要
と
思
い

ま
す
。防

災
訓
練

の
必
要
性

と
実
施
予
定
は

あ
る
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】

広
報
な
ど

で
意
識
啓
発
、
職
員
も
災

害
に
対
す
る
初
動
・
役
割

分
担
の
再
認
識
、
機
構
改

革
に
合
わ
せ
た
防
災
対
策

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

川
口
　
幸
雄
　
議
員

人
口
減
少
問

題

防
災
問
題

農
業
問
題



────芝山議会だより　第92号9

公
共
施
設
の
耐
震
状

況
と
今
後
の
改
修
予

定
に
つ
い
て

【
町
長
】
昭
和
56
年

に
改
正
さ
れ
た
現
在

の
耐
震
基
準
（
必
要
な
保

有
水
平
耐
力
）
に
は
菱
田

小
学
校
の
体
育
館
耐
震
工

事
を
も
っ
て
、
す
べ
て
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
。
該
当

し
な
い
公
共
施
設
の
改
修

予
定
は
、
機
構
改
革
に
お

い
て
、
契
約
管
財
係
を
中

心
に
営
繕
計
画
を
樹
立
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
４
次
総
合
計
画
で

の
住
宅
の
耐
震
診
断

と
改
修
の
調
査
の
実
施
予

定
に
つ
い
て

ら
の
交
付
金
で
賄
っ
て
い

ま
す
。
普
及
率
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
仕
事
で
す
が
、
情
報
の

入
手
方
法
を
学
ん
で
も
ら

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
頂
き
た
い
。

町
民
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
（
通
信
機
器
活

用
能
力
）
向
上
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て

【
町
長
】
パ
ソ
コ
ン

操
作
及
び
情
報
検

索
、
入
手
を
し
て
頂
く
こ

と
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方

法
を
習
得
で
き
る
機
会
を

つ
く
る
こ
と
、
正
し
い
情

報
を
ど
う
活
用
し
、
生
か

し
て
い
く
か
が
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
活
用
計
画

に
つ
い
て

【
町
長
】
光
フ
ァ
イ

バ
ー
と
い
う
よ
り
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
住
民
の
方
に
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
、
施
策
が

出
来
る
の
か
、
利
活
用
を

【
町
長
】
耐
震
の
改

修
促
進
計
画
は
策

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
、

県
の
計
画
期
間
を
め
ど
に

適
切
な
期
間
を
設
定
し

て
、
町
民
の
保
護
を
目
的

と
し
た
策
定
計
画
を
考
え

て
い
ま
す
。

災
害
用
非
常
井
戸

整
備
の
現
況
と
今
後

の
整
備
予
定
に
つ
い
て

【
町
長
】
現
状
で
は

災
害
、
停
電
時
に
給

水
可
能
な
施
設
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
使
用
不
可

と
な
っ
て
い
る
施
設
の
再

検
証
、
そ
し
て
学
校
等
主

要
な
施
設
に
災
害
用
井
戸

の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

行
政
に
お
け
る
非
常

時
の
通
信
手
段
の
確

保
状
況
に
つ
い
て

【
町
長
】
停
電
時
で

も
通
信
可
能
な
Ｎ
Ｔ

Ｔ
電
話
が
２
回
線
、
22
か

所
の
防
災
行
政
無
線
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
、
そ

こ
に
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
受
信
機
が
備
え
ら

れ
て
お
り
、
役
場
と
の
通

信
に
使
用
で
き
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

普
及
状
況
、
整
備
累

計
経
費
と
財
源
、
今
後
の

普
及
率
向
上
に
向
け
た
考

え
に
つ
い
て

【
町
長
】
町
が
整
備

し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー

は
、
こ
れ
で
１
０
０
％
で

す
が
、
申
し
込
み
に
応
じ

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
整
備
す
る
と

思
い
ま
す
。
整
備
に
要
し

た
工
事
費
は
１
億
５
５
１

６
万
６
０
０
０
円
で
、
工

事
費
の
財
源
は
全
額
国
か

主
眼
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

学
習
指
導
要
領
の
改

定
に
伴
い
、
教
育
現

場
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変

更
、
学
習
内
容
の
高
度
化

に
向
け
た
指
導
体
制
、
授

業
を
理
解
出
来
な
い
児
童

対
策
に
つ
い
て

【
教
育
長
】
特
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
40
年

ぶ
り
に
授
業
時
数
が
増
加

し
、
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
少
人
数

指
導
、
理
解
度
別
の
指
導
、

Ｔ
Ｔ
指
導
（
１
つ
の
教
室

に
２
人
の
教
員
）
を
行
い
、

教
員
も
週
１
回
校
内
外
の

研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

理
解
の
遅
い
児
童
に
は
、

き
め
細
か
な
指
導
を
し
、

放
課
後
、
夏
休
み
に
補
習

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
英
語
授
業
へ

の
教
員
の
対
応
は
十

分
か
。【

教
育
長
】
各
学
校

に
１
人
の
英
語
指
導

員
が
お
り
、
す
べ
て
の
先

生
方
に
講
習
を
受
け
て
も

ら
い
、
十
分
な
指
導
力
を

つ
け
て
い
ま
す
。

教
育
現
場
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
（
パ
ソ

コ
ン
等
活
用
教
育
）
並
び

に
情
報
教
育
の
現
状
に
つ

い
て

【
教
育
長
】
小
学
校

で
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
学
習
し
、
授
業
の

活
性
化
を
図
り
、
情
報
化

教
育
へ
の
基
礎
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基

礎
か
ら
情
報
モ
ラ
ル
ま
で

学
習
し
て
お
り
、
今
後
情

報
化
機
器
の
効
果
的
活
用

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
指

導
教
員
の
力
量
ア
ッ
プ
の

た
め
の
研
修
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

戸
井
　
沢
夫
　
議
員

災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て

教
育
問
題
に

つ
い
て

情
報
化
の
推

進
に
つ
い
て
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平成23年第3回芝山町議会定例会のお知らせ

多くの方々の傍聴をお待ちしています。
※日程等の詳細は議会事務局へTEL77－3922

期日　9月6日（火）～
　　　　　9月16日（金）（予定）

▲６月21日芝山町議会・多古町議会連絡協議会総会

▲千葉県町村議長会自治功労表彰

川口議員 平山議員 勝又議員大木（三）議員川口議員 平山議員 勝又議員大木（三）議員

議会の主な動き

 ５月   2日

　　  12日

　　  18日

　　  19日

 6月   1 日

 　　   2 日

 　　   3 日

 　　   6 日～10日

議会運営委員会

議員倫理条例策定特別委員会

山武郡市議会議長会臨時総会

全員協議会

千葉県町村議会議長会定例会

議会運営委員会

全員協議会

　　　　第２回議会定例会

議員活動および各種行事参加

6月 21日

7月   1 日

　　   1 日　　   

　　 15日

　　 19日

　　 28日～29日

芝山町議会・多古町議会連絡協

議会総会

議会運営委員会

山武郡市議会議長会議員研修会

市町村議会広報研究会

全員協議会

山武郡市議会議長会視察研修



────芝山議会だより　第92号11

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
空
い
た
時
間
に
少
し
づ
つ
始
め
た
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
が

今
は
、
婦
人
服
や
子
供
服
、
布
小
物
な
ど
を
本
格
的
に
作
り
、
友

人
と
共
に
自
宅
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
フ
リ
マ
に

出
店
し
、
展
示
や
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
場
で
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
々
と
出
会
い
、
交
流

が
持
て
る
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。

　
ま
た
最
近
は
、
オ
ー
ダ
ー

で
洋
服
作
り
を
頼
ま
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
ま
す

ま
す
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
熱

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
夢
は
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
を

持
つ
こ
と
。
夢
に
向
か
っ

て
日
々
愛
用
の
ミ
シ
ン
で

作
品
を
作
り
続
け
て
い
ま

す
。

　
三
年
前
町
の
文
化
祭
の
時
に
目
に
し
た
展
示
物
。
自
分
に
も
出
来
る
か

や
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
翌
年
、
町
の
募
集
で
エ
コ
教
室
に
入
り
ま

し
た
。

　
再
生
紙
で
作
る
バ
ッ
グ
と
は
思
え
な
い
程
ス
テ
キ
で
す
。

　
バ
ッ
グ
だ
け
で
な
く
小
物
入
れ
や
、
い
ろ
い
ろ
な
物
が
作
れ
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
喜
び
は
、
ひ
と
し
お
で
す
。
友
人
や
孫
、
姉
妹
に
あ
げ
た

り
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
月
に
二
回
の
教
室
。
友
人
と
も
合
っ
て

お
話
し
た
り
し
て
楽
し
い
で
す
。
指
先
も
使
う
し
頭
も
使
う
し
、
と
て
も
良

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
出
来
る
限
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

木
村
　
喜
美
子
さ
ん

藤
永
　
歌
織
さ
ん

（
山
中
）

（
は
に
わ
台
）

エ
コ
ク
ラ
フ
ト

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
服
と
布
小
物
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芝
山
鉄
道
小
池
ま
で
早
期
延
伸

芝
山
鉄
道
小
池
ま
で
早
期
延
伸

芝
山
町
議
会

山
武
郡
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

７月１日講演「議会改革と議会運営の実際」野村稔 氏

編  

集  

後  

記

　梅
雨
ら
し
い
雨
も
な
い
ま
ま
厳
し
い
猛
暑

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　町
で
は
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
、防
災

マ
ッ
プ
、洪
水
マ
ッ
プ
の
配
布
等
、便
利
で
安

心
な
街
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。震
災
以
後
、放
射
能
は
？
津

波
は
？
液
状
化
は
？
は
た
し
て
こ
の
町
は
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
、安
心
し
て
住
む
事
が
出
来

る
の
だ
ろ
う
か
、と
の
思
い
が
、た
く
さ
ん
の

町
民
の
皆
様
の
足
を
、六
月
定
例
会
の
傍
聴

へ
と
向
か
わ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
議
員
も
、災
害
か
ら
町
民
を
守
り
、

住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
、郷
土
・
芝
山
町

で
暮
ら
し
続
け
る
事
が
出
来
る
よ
う
精
い
っ

ぱ
い
努
め
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
議
会
だ
よ
り
92
号
を
お
届
け
し
ま

す
。　町

民
の
皆
様
が
、こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て

郷
土
に
住
み
続
け
る
道
し
る
べ
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　更
に
住
み
よ
い
芝
山
町
の
実
現
を
目
指

し
、町
民
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
議
場
で
、皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　編
集
委
員
一
同

第 2 回臨時会（5月19日）
（全員賛成で可決）

○専決処分の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・国民健康保険条例の一部改正（出産育児一時金 35 万円を 39 万円に改める）

　・山武郡市環境衛生組合と町との災害による一般廃棄物処理事務委託に関す

　　る規約の制定

　・平成 22 年度老人保健特別会計補正予算（国への返還金増額による）

　・東日本大震災により被災した住家に対しての災害見舞金の支給（350 万円）

○工事請負契約の締結（菱田小学校体育館耐震補強工事）

　・契約金額 549 6 万円　・契約方法 指名競争入札

　・契約の相手方 多古町多古 591 番地　鎌形建設株式会社 代表取締役 鎌形四郎


